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「しなのきプラン２９」 
 

～長野市の子どもたちの「知・徳・体」を 
バランスよく伸ばしていくために～ 

平成２９年４月 

 

長野市教育委員会 

目指す人間像 
 

グローバルな視野を持ちながら、ローカルにたくましく生きる自立した１８歳 

根＝意欲・態度 

（C 学力） 

葉＝知識・技能 

（A 学力） 

 未
来
力 

 

自
律
力 

 

絆 

力 

 

実
践
力 

「シナノキ」は長野市の木です。 

幹＝活用する力、 

思考力・判断力・表現力（B 学力） 

し 視野の広い思いやりの心を育みます 

な 長野市（郷土）への誇りを育みます 

の 伸びる力を伸ばします 

き 希望・夢・志を育みます 
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ま え が き 

 

 長野市教育委員会では、平成２４年４月に、「長野市教育振興基本計画」を策定いたしま

した。そして、この計画の推進にあたり、本市の目標とする人間像として、「グローバルな

視野を持ちながら、ローカルにたくましく生きる力を身につけている、自立した１８歳の

青年」を描き、それに向かう具体的な学力向上策を検討してまいりました。これが、今年

度新たに策定しました「しなのきプラン２９」であります。 

本プランでは、「長野市教育の基本理念」に基づいて、本市の学力を定義し、文部科学省

による全国学力・学習状況調査の「教科に関する調査」のような数値に表される学力をＡ

学力（知識・技能）、Ｂ学力（活用する力、思考力・判断力・表現力）とし、一方で、意欲

や態度を表す力をＣ学力と考えました。特に、Ｃ学力を、本市として大切にしたい資質・

能力とし、これらを数値化することにより、検証しやすくしたことが特徴です。 

 本市の学力の状況は、特に中学生の活用する力や実践力に課題があることが、各種調査

により明らかになってきました。そこで、「しなのきプラン２９」では、「教員の授業力向

上と日常の授業改善」「児童生徒の基本的生活習慣の確立と家庭学習の改善」「幼保小中高

の円滑な接続」の 3 点を重点取組事項とし、新たな事業も含め２９の具体プランを計画い

たしました。 

本プランは、平成２７年４月から平成３０年３月までの３ヶ年の取組であり、その後、

３年毎に、見直しを行い、平成３５年度には、大きな成果につながることを目指すもので

あります。これは、平成２７年度に小学校へ入学した１年生が、中学校を卒業するときに

確かな力をつけていることを期待するものです。 

 市民の皆様には、この計画の推進に向けて、まずは本プランの内容を十分ご理解いただ

きたく存じます。そして、家庭、地域、学校と市教育委員会が心をひとつにして、プラン

の推進にあたり、長野市教育の基本理念にある「明日を拓く深く豊かな人間性」の実現に

つながることを強く願う次第です。 

 

平成２７年４月 

長野市教育委員会  
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 グローバル社会、高度情報化社会、少子高齢化・人口減少社会の到来とともに、長野市

でも、経済格差の拡大や核家族化、地域コミュニティの崩壊、子育ての孤立化、価値観の

多様化等、教育を取り巻く環境は大きく変化してきています。 

 長野市で生まれ、育ち、学び、成長し続ける子どもたちに、価値ある体験や学習を通じ

て、激動の時代を生き抜くための確かな「生きる力」を育むことが、いっそう重要な時代

になって参りました。そのため、子どもの育ちや学びの連続性に着目し、「グローバルな視

野を持って、地域に根差し、未来の地域社会づくりに参画・貢献できる力」を、一貫した

教育の体系性、系統性の中で育んでいく必要があります。 

 あわせて、子どもの乳幼児期、学童期、青年期のそれぞれに関わる大人たちが、社会へ

の出口である１８歳の、目指すべき姿を共有し、責任を果たしていくことが大切です。 

 

 人口の東京一極集中は、限界を迎えています。これまでの教育の枠組みを転換し、２１

世紀型のグローバルな視野を持って、地域に根差し、未来の地域社会づくりに参画・貢献

できる人材の養成をしていかなければなりません。その意味で、長野市の教育が果たす役

割は、非常に大きいと考えます。０歳から１８歳までの教育という縦糸と、幼保園・学校、

家庭、地域、行政という横糸をしっかりと編みながら、子どもたちの生涯学習の基礎・基

本を培い、彼らの将来、そして未来の長野市を織り上げていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 長野市の学力観 

子どもたちに育むべき力 

◎乳幼児期 
（０歳～６歳） 
【保育所】 
【認定こども園】 
【幼稚園】 

 

 

 

 

◎学童期 

（７歳～12 歳） 

【小学校】 

◎学童期 

（13 歳～15 歳） 

【中学校】 

 

知・徳・体の 
バランスのとれ
た「生きる力」
を育む 

確かな学力の育成 
・基礎的な知識・技能 
・知識・技能を活用し、自ら考え、判断し、表現する力 
・学習に取り組む意欲 
豊かな人間性の育成 
・自らを律しつつ、他人と協調する心 
・他人を思いやる心や感動する心 
健康・体力の育成 

グローバルな視野を持ちながら、ローカルにたくましく生きる自立した１８歳 

◎青年期 

（16 歳～18 歳） 

【高 校】 

国家及び社会の
形成者として必
要な資質を養う 

専門的な知識・技能の習得  

広く深い理解力と健全な判断力の育成  

社会の発展に寄与する態度の育成 

 

生涯にわたる人格形
成の基礎を培う 
学びの基礎（３～６歳）
生きる力の基礎 

（０～２歳） 

「遊び」や「生活」を通しての学びの基礎力の育成 

・学びの「自立」【興味・関心・意欲】 
・生活上の「自立」【基本的生活習慣の確立、 

自然・人・社会と関わる力】 
・精神的な「自立」【我慢する力、自己肯定感、自信】 

厚生労働省「保育所保育指針」、文部科学省「幼稚園教育要領」「学習指導要領」「高等学校学習指導要領」より 
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この中で、学童期における「生きる力」は、知・徳・体を総合的に関連付けて、全ての

教科や領域等を通して、子どもたちに身につけさせていくべきものであると考えます。 

そのため、市教育委員会では、家庭、地域、学校が、子どもの「知・徳・体」をバランスよ

く伸ばし、キャリア発達を促しながら、子どもたちが成長していくための支援を行います。 

そして、長野市教育の基本理念を基盤に、自立した１８歳を目指し、それまでに、グロ

ーバルな視野を持ちながら、ローカルにたくましく生きる力を身につけ、自らの進路を切

り拓く力を高めていくために、子どもたちの学力を保障していきます。 

そこで、学力を、次の三つに分類し、いわゆるテストで測れる A 学力や B 学力だけでな
く、C 学力も数値で測ることができるようにしました。長野市が大切にしたい主な資質・
能力（Ｃ学力）は、以下の４つの力（未来力、自律力、絆力、実践力）であり、キャリア
教育の基礎的・汎用的能力と重なる力と考えました。 

 
知識・技能 

（A 学力） 

活用する力 

思考力・判断力・表現力 

（B 学力） 

【長野市が大切にしたい資質・能力】

意欲・態度（C 学力） 

 

測定

方法 

○全国学力・学習状況調査の
A 問題 

○標準学力検査（NRT） 

○全国学力・学習状況調査の 
B 問題 

○活用問題調査 

○全国学力・学習状況調査の
質問紙調査 

  

市教育委員会が考える学力は、長野市の木である「シナノキ」をイメージしています。

子どもたちを若木と捉え、意欲・態度（Ｃ学力）を木の根、活用、思考力・判断力・表現

力（Ｂ学力）を木の幹、知識・技能（Ａ学力）を木の葉に象徴させています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市教育委員会では、若木の成長に対して適切な環境を提供し、根、幹、葉のバランスが

よく、たくましい大木に、時間をかけて育てていきたいと考えます。 

【長野市が大切にしたい主な資質・能力】 C 学力 キャリア教育でつける力 

未来力 将来の夢や目標と見通しを持ち、努力を継続できる力 キャリアプランニング能力 

自律力 規範意識を持ち、自己をコントロールする力 自己理解・自己管理能力 

絆 力 他者を尊重し、積極的に人間関係を築こうとする力 人間関係形成・社会形成能力 

実践力 
獲得した知識・技能及び思考力・判断力・表現力を駆使し
て、粘り強く課題に対応し、行動する力 

課題対応能力 

し 視野の広い思いやりの心を育みます 
な 長野市（郷土）への誇りを育みます 
の 伸びる力を伸ばします 
き 希望・夢・志を育みます 

 

「シナノキ」は、 

長野市の木です。 

 
未
来
力 

 

自
律
力 

 

絆 

力 

 

実
践
力 

参考：志水宏吉「学力を育てる」岩波新書 2005 

幹＝活用する力、 

思考力・判断力・表現力（B 学力） 

根＝意欲・態度 

（C 学力） 

葉＝知識・技能 

（A 学力） 
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 長野市 長野県 全国 
全国 
との差 

国語Ａ 75 74 73 +2 

国語Ｂ 59 59 58 +1 

算数Ａ 79 77 78 +1 

算数Ｂ 48 47 47 +1 

 
 

 長野市 長野県 全国 
全国 
との差 

国語Ａ 75 76 76 -1 

国語Ｂ 64 66 67 -3 

数学Ａ 60 61 62 -2 

数学Ｂ 42 44 44 -2 

※ 赤字 全国と同じ、または上回った数値  青字 全国を下回った数値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90

95

100

105

H26 H27 H28

国語Ａ 

国語Ｂ 

算数Ａ 

算数Ｂ 90

95

100

105

H26 H27 H28

国語Ａ 

国語Ｂ 

数学Ａ 

数学Ｂ 

80

90

100

110

120

H２６ H２７ H２８ 

小学生 中学生 

80

90

100

110

120

H２６ H２７ H２８ 

小学生 中学生 

Ⅱ 平成 2８年度全国学力・学習状況調査 概要 

Ⅱ－１ 教科に関する調査より 

正答率 40％以下の児童生徒の全国比 

正答率 40％以下の小学生の割合は、全国より
少なく、中学生の割合は全国より多い状況で
す。また、中学生の割合は昨年よりやや増加し
ています。 

正答率 80％以上の児童生徒の全国比 

平成 28 年４月 19 日（火）実施 

小学校６年生 3,265 人 中学生 3,057 人 

（実施した児童生徒数は、国語 A の人数を記載） 

正答率（％）と全国との差 小学生 

全国の正答率を 100 とした場合の、本市の結果の推移（国語、算数・数学） 

全調査で全国平均を下回りました。国語Ａは
ほぼ全国並みですが、国語Ｂと数学では課題が
残る結果となりました。 

全調査で全国平均を上回り、良好な結果と
なりました。国語Ａ・Ｂ、算数Ａは、昨年度
を上回りました。 

中学生 

中学生 小学生 

全国の正答率を 100 とした場合の、40％以下・80％以上の児童生徒の推移 

正答率 80％以上の小学生の割合は、全国より
多く、昨年よりやや増加しました。中学生の割
合は、全国より少ない状況です。 
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 緑字 今年度の新設項目  赤字 全国を上回った数値  青字 全国を下回った数値 

【未来力】将来の夢や目標と見通しを持ち、努力を継続できる力 小学生 中学生 

将来の夢や目標を持っていますか。 99.6 100.0 

国語や算数（数学）の授業で学習したことは、将来、社会に出たと

き役立つと思いますか。 
98.8 99.1 

人の役に立つ人間になりたいと思いますか。 100.1 99.6 

今住んでいる地域の行事に参加していますか。 127.2 112.4 

※ 数値は、全国平均を 100 としたときの 

肯定的に回答した評価の割合です。      今年度平均 
106.4 102.8 

【自律力】規範意識を持ち、自分をコントロ-ルする力 小学生 中学生 

学校のきまり（規則）を守っていますか。 98.8 99.8 

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 102.1 99.0 

家で、学校の宿題をしていますか。 99.3 99.9 

今年度平均 100.1 99.6 

【絆 力】他者を尊重し、積極的に人間関係を築こうとする力 小学生 中学生 

友達と話し合うとき、友達の話や意見を最後まで聞くことができま

すか。 
100.2 100.2 

学級みんなで協力して何かをやり遂げ、うれしかったことがありま

すか。 
100.2 98.9 

学級会などの話し合いの活動で、自分とは異なる意見や少数意見の

よさを生かしたり、折り合いをつけたりして話し合い、意見をまと

めていますか。 

98.0 83.0 

今年度平均 99.5 94.0 

【実践力】獲得した知識・技能及び思考力・表現力を駆使して、粘

り強く課題に対応し、行動する力 
小学生 中学生 

難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 
101.2 98.6 

「総合的な学習の時間」で学習したことは、普段の生活や社会に出

たときに役に立つと思いますか。 
101.1 87.6 

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて情報を集め整理

して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか。 
85.6 72.6 

学校の授業などで、自分の考えを他の人に説明したり、文章に書い

たりすることは難しいと思いますか。【難しいと思わない割合】 
106.7 108.9 

学級の友達（生徒）との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深

めたり広げたりすることができると思いますか。 
98.7 89.4 

今年度平均 98.7 91.4 

Ⅱ－２ 質問紙調査より 

全国＝100 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

90

100

110

H26 H27 H28

【未来力】 小学生 

中学生 

90

100

110

H26 H27 H28

【自律力】 小学生 
中学生 

90

100

110

H26 H27 H28

【絆 力】 小学生 
中学生 

90

100

110

H26 H27 H28

【実践力】 小学生 
中学生 
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学力 全国学力・学習状況調査における課題  ⇒  目 標 

Ａ （中学生）正答率４０％以下の生徒の割合 ⇒ 全国比 100 を下回る 

Ｂ （中学生）「活用力」（Ｂ問題）      ⇒ 全国比 100 を上回る 

Ｃ （小中学生）「実践力」          ⇒ 全国比 100 を上回る 

 

平成 29 年度の検証に向け、以下のような目標を設定しました。これは、全国を 100

とした場合の本市の数値です。数値は、子ども一人一人算出するのではなく、集団（学校、

市全体）に適用するものと考えます。これまで、感覚的にとらえていた「意欲・態度」（C

学力）の部分について、客観的な数値で「見える」ようにすることで、市教育委員会や学

校の取組の検証改善に活かすことができると考えます。 

 

 

 

 

 

 

項 目 H27 

（全国比） 

H28 

（全国比） 

H29 

（全国比） 

【未来力】 

将来の夢や目標と見通しを持ち、努力を継続できる力 

小学校 107.1 106.4  

中学校 104.2 102.8  

【自律力】 

規範意識を持ち、自己をコントロールする力 

小学校 100.1 100.1  

中学校 100.5 99.6  

【絆 力】 

他者を尊重し、積極的に人間関係を築こうとする力 

小学校 100.8 99.5  

中学校 99.9 94.0  

【実践力】 
獲得した知識・技能及び思考力・判断力・表現力を
駆使して、粘り強く課題に対応し、行動する力 

小学校 96.2 98.7  

中学校 94.9 91.4  

C 学力の目標 長野市が大切にしたい主な資質・能力 

Ⅲ 課題と目標 

Ⅲ－１ 課題 

Ⅲ－２ 目標 

A 正答数が少ない中学生に、基礎的な知識・技能を定着させること【学習事項の定着】 

B 中学生の「基礎的な知識・技能を活用した思考、判断、表現する力」を高めること

【学習事項の定着】 

C 獲得した知識・技能及び思考力・判断力・表現力を駆使して、粘り強く課題に対応

し、行動する力を育むこと【実践力】 

全国＝100 

全
国
比
を
上
回
る 
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「しなのきプラン２９」は、平成２９年度までの３ヶ年の取組であり、その後、３年毎

にプランの見直しを行います。平成２７年度に小学校へ入学した子どもたちが、平成３５

年度の中学校卒業時には、大きな成果を得ていることを目指すものであり、学力向上を図

るための２９のプランについて重点的に行うものです。 

年度 27 28 29 30 31 32 33 34 35 

教育振興基本計画 

（５ヵ年計画） 
⇒ 第１次 第２次 第３次 ⇒ 

しなのきプラン 

（３ヶ年×３計画） 
プラン 29（第１期） プラン 32（第２期） プラン 35（第３期） 

長野市モデル 開発 実証 

項 目 H27（全国比） H28（全国比） H2９（全国比） 

【
学
習
事
項
の
定
着
】
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査 

平
均
正
答
率
の
全
国
比 

 

学
力
全
体 

小学校 

国語 
A 101.0 102.9  

B 101.2 102.1  

算数 
A 100.1 101.2  

B 103.6 101.9  

中学校 

国語 
A 99.2 99.7  

B 97.4 96.8  

数学 
A 97.2 95.7  

B 95.7 94.8  

正
答
率
４
０
％
以
下
の 

割
合
の
全
国
比 学

力
分
布 

小学校 

国語 
A 85.0 78.8  

B 91.6 92.6  

算数 
A 89.3 82.4  

B 93.2 95.0  

中学校 

国語 
A 109.1 112.8  

B 110.5 112.8  

数学 
A 109.0 114.9  

B 106.5 107.2  

無
解
答
率 

 

意
欲 

小学校 

国語 
A 100.0 94.3  

B 90.2 87.0  

算数 
A 94.4 83.3  

B 92.3 93.2  

中学校 

国語 
A 107.7 110.0  

B 122.7 122.7  

数学 
A 118.9 120.6  

B 117.6 115.6  

Ⅲ－３ 中長期計画 

A 学力・B 学力の目標 
全国＝100 

【
小
学
校
】
現
状
を
上
回
る 

【
中
学
校
】
全
国
比
を 

上
回
る 

【
小
学
校
】
現
状
を
下
回
る 

【
中
学
校
】
全
国
比
を
下
回
る 
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 市教育委員会では、本市の学力の課題に対して、本プランで設定した目標を達成するた

めに、５つの視点で学力向上に取り組みます。 

１ 児童生徒の「学びの質や広がり」の保障 

２ 児童生徒の「学びをつなぐ」学校種間（幼保小中高）の連携 

３ 児童生徒の「学びの基盤」整備（安全・安心な教育環境） 

４ 児童生徒の「学びを支える」家庭・地域との連携 

５ 児童生徒の「学びを導く」教員の力量向上 

子どもたちが、学びを深め、成長していくということは、知識・技能（A 学力）をベ

ースにして、活用する力、思考力・判断力・表現力（B 学力）を高めていくことの結果と

して、意欲・態度（C 学力）を向上させていくことであると考えます。他方、C 学力に

働きかけ、B 学力を発揮する場を提供することによって、A 学力が高まることもありま

す。このように、上からと下からの両アプローチの適度なバランスが、子どもたちの成

長に欠かせないと考えます。 

両アプローチによって、学びを深め、成長させていくうえでの視点が、上記の５点と考

えました。子どもたちを若木と捉えたときに、木の成長には、大地や肥料、水、そして太

陽等、周囲の環境が重要です。大地は、子どもたちの学びを支える家庭・地域です。今後

は、地域の事業所との連携についても具体的に検討し、次期プランに反映させていきたい

と考えています。肥料は、学びの質や広がり、水は、学びの基盤と考えました。また、太

陽は、子どもたちの学びを導く教員であり、若木がたくましい大木になるよう時間をかけ

て、育てていきたいと考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ しなのきプラン２９ 

太陽 
５ 児童生徒の 
「学びを導く」 
教員の力量向上 

 
肥料 １ 児童生徒の「学びの質や広がり」の保障 
 
大地 ４ 児童生徒の「学びを支える」家庭・地域との連携 

Ⅳ－１ しなのきプラン２９の考え方・視点 

水 
３ 児童生徒の 
 「学びの基盤」
整備（安全・安
心な教育環境） 

時間 
２ 児童生徒の 
「学びを繋ぐ」 
学校種間の連携 
（幼保小中高） 

グローバルな視野を
持ちながら、ローカル
にたくましく生きる
自立した１８歳 

イメージ図【しなのきプラン２９の考え方・視点】 

時間 
２ 児童生徒の 
「学びをつなぐ」 
学校種間の連携 
（幼保小中高） 

http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0iSgc9lUVm4AUUKU3uV7/SIG=12rjap3c5/EXP=1423623456/**https:/kotobank.jp/image/dictionary/nipponica/media/81306024003191.jpg
http://ord.yahoo.co.jp/o/image/_ylt=A2RA0iSgc9lUVm4AUUKU3uV7/SIG=12rjap3c5/EXP=1423623456/**https:/kotobank.jp/image/dictionary/nipponica/media/81306024003191.jpg
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若木を大木に育てるために、５つの視点から、以下の３つを重点として、２９のプラン

を実施し、学力向上を図ります。 

「長野市モデル」イメージ図 資料 2 P.32 参照 

 

 

 教育委員会では、５つの視点・３つの重点から、以下の２９のプランを実施します。 

視点 番号 プラン名（各プランの H29 の実施計画は次ページ以降を参照下さい） 重点 

広
が
り
の
保
障 

学
び
の
質
や 

１ グローバルな視野の育成 

Ⅲ
 

２ 「地域を知り、地域に根ざした学習」の充実による地域貢献力の育成 

３ キャリア発達を促す基礎的・汎用的能力の育成 

４ 豊かな体験活動等による創造力や感性の醸成 

５ 健康・体力の保持・向上 

６ リテラシーの向上 

（
幼
保
小
中
高
） 

連
携 

学
校
種
間
の 

学
び
を
つ
な
ぐ 

７ 幼保小の連携推進 

Ⅰ
 

８ 小中連携・一貫教育の推進 

９ 中高一貫教育の推進 

10 キャリア教育を主軸とした小中高一貫教育カリキュラムの開発 

（
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
） 

学
び
の
基
盤
整
備 

11 いじめのない安心な学校づくり 

Ⅱ
 

12 不登校の未然防止と不登校児童生徒へのきめ細かな支援 

13 障害のある児童生徒への支援 

14 社会的援助を必要とする児童生徒への支援 

15 教育相談体制の充実 

16 災害に強い学校環境の整備と交通安全・防犯教育の推進 

17 外国人児童生徒への日本語・生活指導の充実 

と
の
連
携 

 

家
庭
・
地
域 

学
び
を
支
え
る 

18 特色ある開かれた学校づくりへの支援 

Ⅱ
 

19 家庭との連携による基本的生活習慣の確立 

20 少子・人口減少社会に向けた活力ある学校づくり 

21 家庭や地域におけるコミュニケーションの充実 

22 学校、家庭、地域をつなぐ情報の発信と共有 

教
員
の
力
量
向
上 

学
び
を
導
く 

23 子どもと向き合う時間の確保・充実を図るための業務改善 

Ⅲ
 

２4 授業改善のための各種調査の活用 

25 授業改善のためのしなのき授業スタンダードの普及 

26 各校の授業研究組織力の向上 

27 教員の授業力の向上 

28 授業改善のための情報発信と支援 

29 「各学校の取組５」への支援 

視点 しなのきプラン２９の重点 

２ Ⅰ 児童生徒の学びをつなぐ「幼保小中高」の円滑な接続＝「長野市モデル」 

３・４ Ⅱ 児童生徒の基本的生活習慣の確立と家庭学習の改善 

１・５ Ⅲ 教員の授業力向上と日常の授業改善 

Ⅳ－２ しなのきプラン２９の重点 

Ⅳ－３ 教育委員会の２９の取組 
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◆…                            青字⇒事業所との連携 

伸びる力をさらに伸ばすために、「課題探究型の学習」（生活科、総合的な学習の時間、

特別活動等）を充実させ、本市の課題である実践力を育成します。 

 プラン 内 容 ◆ 

１ 

「グローバルな視野の育成」 

今日的課題について、グ

ローバルな視野から、自ら

の問題として考える力を育

成します。 

※1環境部との連携 

※2市民生活部との連携 

※3文化スポーツ振興部との連携 

※４秘書課国際室との連携 

・姉妹都市（クリアウォーター市）、友好都市（石家荘
市）派遣事業 （交換学生、交換教師の相互派遣） 

・一校一国運動支援事業 ※４ 

◎
生
活
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
の
充
実 

 

道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て 

継 

・国際理解教育推進事業（ALT 配置（13人）） 継 

・環境教育の推進（環境こどもサミット等への参加） 
※1 継 

・人権教育研究指定校（全校）による研究推進 継 

・人権作文、標語、ポスターコンクール（発表と表彰）
※2 継 

・子ども人権教室（3 教室）運営 
・学校人権教育振興補助金 継 

・オリンピックレガシーの継承（オリンピック教室等）※3 継 

２ 

「『地域を知り、地域に根ざ

した学習』の充実による地域

貢献力の育成」 

本市の魅力を再認識する
機会を提供し、地域への誇
り・愛着の醸成を図ります。 

※1企画政策部との連携 

※2家庭・地域学びの課 

※3保健福祉部との連携 

・ながのシティプロモーション実行委員会による地域の
魅力リーフレットの作成配布 ※1 継 

・NAGANO 検定ジュニアの実施への協力※1 
・あるあるドリル等の作成への協力・啓発※1 継 

・小学校高学年と中学生、高校生の有志による「地域発
リーダーズながの」の実施 継 

・福祉教育の充実※3、ボランティア活動の情報提供※2 

 サマーチャレンジボランティア（社会福祉協議会） 継 

・理科教育センター学習（小学 4 年、６年） 継 

・夏休み小学生自由研究お助け教室（上下水道局） 継 

３ 

「キャリア発達を促す基礎

的・汎用的能力の育成」 

キャリア教育の仕組みを

構築することにより、社会

的・職業的自立を目指し、必

要な基盤となる能力や態度

を育てます。 

※１商工観光部との連携 

※２企画政策部との連携 

○資資料８ P.42参照 

・キャリア教育支援懇談会の開催（３回） 継 

・長野市キャリア教育ガイドラインの更新・周知○資  継 

・職業体験学習のための体験受入協力事業所紹介と情報
の共有（ポータルサイト、おしごとながの等） 継 

・「長野市モデル」による幼保小中高のつながりを意識
したキャリア教育カリキュラムの実践研究の推進 継 

・「赤ちゃんだっこ」事業の実施 
・「心のプロジェクト 夢の教室事業」の実施※２ 新 

・小学校高学年と中学生、高校生の有志による「地域発
リーダーズながの」の実施（再掲） 継 

・市立長野高へのキャリアコンサルタント派遣※1 継 

・出前産業講座実施事業※１ 継 

H29新規事業⇒新 

第二次教育振興基本計画 

１－２、１－３、４－１、４－２ 
Ⅳ－３－１ 児童生徒の「学びの質や広がり」の保障 

H29拡大事業⇒拡 H29継続事業⇒継 
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４ 

「豊かな体験活動等による

創造力や感性の醸成」 

多様な体験ができる機会

と活動・発表の場の提供を行

い、未来の文化芸術の担い手

を育成するとともに、豊かな

感性を育みます。 

 

※1家庭・地域学びの課 

※2文化スポーツ振興部との連携 

※３都市整備部との連携 

 

・生徒会サミットの開催（校長会との連携） 

◎
生
活
科
、
総
合
的
な
学
習
の
時
間
、
特
別
活
動
の
充
実 

 

道
徳
の
教
科
化
に
向
け
て 

継 

・図書館基本計画の推進 
・第二次子ども読書活動推進計画の推進（読書環境、図
書館教育の充実、「おひざで絵本」ブックスタート事
業・ボランティアによる読み聞かせの実施・読み聞か
せボランティアの育成）※1 

・学校図書図書標準の達成 

継 

・学校図書館法改正に伴う学校司書の研修 新 

・自然体験、社会・文化体験などの体験活動を重視し、
キャリア教育の視点を取り入れた校外教育活動推進 

・校外教育活動振興補助金（キャンプ、登山、東京方面
修学旅行等） 

拡 

・青少年健全育成作品コンクール募集※1 
・子ども会リーダー研修会開催※1 ・シニアリーダー
地区派遣※1・子どもキャンプ開催※1 

・長野わくわく体験事業の推進※１ 

継 

・児童合唱団、ジュニアオーケストラ、ジュニアコーラ
ス等への支援・補助※2 

・街角に芸術と音楽があるまちづくりの推進※２ 
継 

・長野市芸術館の子ども利用の促進※２ 
・「長野市子ども文化芸術賞」を設け、子どもたちの文
化芸術活動を支援※２ 

新 

・少年科学センター、青少年練成センターの利活用※1 継 

・芸術鑑賞音楽会、合同音楽会、連合音楽会、吹奏楽祭、
学童書道大会への支援・補助 

継 

・大岡農村文化交流センター山村留学事業 継 

・「花育～学校支援プロジェクト」への参加※３ 継 

５ 

「健康・体力の保持・向上」 

生きる力の基盤となる、た

くましく生きる健康・体力を

育みます。 

 

※1こども未来部との連携 

※2保健所健康課との連携 

※3保健給食課 

 

・運動と遊びのプログラムの普及推進※1 継 

・教育センター「学校体育・学校保健研究委員会」によ
る体力向上・学校保健の研究推進（全国体力・運動能
力調査の分析） 

継 

・中学校総合体育競技大会出場補助金 継 

・各種健康診断の実施※2,3, 継 

・保健師、歯科衛生士等による小中高校への健康に関す
る出前講座※2 

継 

・アレルギー対応食の提供を第二、第四学校給食センタ
ー管内において実施（８月から）するとともに、基本
方針などの周知 ※3 

新 

・食育の推進（食に関する指導の全体計画、学校農園等
による食農体験の充実） 

・給食センター栄養士の学校訪問※3 
継 

・「平成 2９年度学校給食レシピカレンダー」の作成※3 継 

６ 

「リテラシーの向上」 

自ら必要な情報を集め、選

択・活用し、課題を解決して

いく力（リテラシー）を高め

ます。 

・教育情報化推進本部会議（年２回） 継 

・ICT機器の整備と ICTを活用した授業づくりの研究 継 

・タブレット端末の有効活用（集中管理と貸出） 継 

・情報モラル教育の推進（授業支援、講演会への協力、
実態調査の実施、教職員研修会の開催等） 

継 

・情報処理推進機構（IPA）による情報モラル講座の実施 継 

・メディアコーディネータによる授業支援 
・ぱそこん１１９番による機器の保守と操作支援 

継 
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１８歳の自立を見据えて、小１プロブレムや中１ギャップ等に対応し、幼保小中高の

スムーズな接続のための「長野市モデル」を確立します。 

乳幼児期における「学びの基礎力育成」のための遊びの充実をふまえて、キャリア教

育を主軸とした一貫教育カリキュラムを構築・実践し、進路を切り拓く力を育成します。 

 

 プラン 内 容 ◆ 

７ 

「幼保小の連携推進」 

乳幼児期から学童期への円

滑な接続を行い、小１プロブ

レムにも対応します。 

※こども未来部との連携 

○資資料 4,5 P.33～38参照 

・「長野市乳幼児期の教育・保育の指針」に沿った教育・保

育の展開※○資  
新 

・運動と遊びのプログラムの普及推進（再掲）※ 継 

・幼保小連携会議の実施（７支会）※ 

接続期（アプローチ・スタート）カリキュラムの実践と

見直し 

幼保からの支援情報の確実な引継ぎ※ 

継 

８ 

「小中連携・一貫教育の推進」 

モデル中学校区による活力

ある小中学校づくりを推進し、

中１ギャップの緩和を図りま

す。 

○資資料６ P.39参照 

・地域発 活力ある学校づくり推進事業（1２中学校区）○資  

【事業のねらい】 

少子・人口減少社会に対応した「活力ある学校づくり」を

推進し、児童生徒の集団で学び合える豊かな教育環境の構

築と学校種間の連携による学力向上 

【小中連携のタイプ】 

○市街地 （完結ネットワーク型、複線ネットワーク型） 

○中山間地（幼保小中高連携型、小中分離型、小中併設型） 

【事業内容】 

連携推進ディレクター（８名）を派遣し、各中学校区の小

中連携、小中一貫教育を推進 

継 

・「活力ある学校づくり検討委員会」による学校のあり方の

検討 
継 

・小中連携の推進（校長会：教育課程研究協議会の小中同日

開催、小中連携日等の設定） 
継 

９ 

「中高一貫教育の推進」 

学童期から青年期への円滑

な接続を行い、高 1クライシ

スにも対応します。 

○資資料７ P.40,41 参照 

・市立長野中学校（中高一貫教育校）の開校と教育実践 

（学校参観、学校説明会、入学者選抜適性検査、研究等） 

・教育計画に基づいた指導計画の作成と実証授業○資  

「総合的な学習の時間」と「探究基礎」を活用し、地域に

根ざしたグローバルな視野をもつための探究学習を行い

ます。（翼プロジェクト） 

新 

10 

「キャリア教育を主軸とした

小中高一貫教育カリキュラム

の開発」 

小中高の一貫したカリキュ

ラムを作成し、各学校へ還元し

ます。 

・小中高の一貫した探究学習のモデルカリキュラムの作成 継 

・小中高の一貫した探究学習のモデルカリキュラムを市内小

中学校へ還元するための研究推進 
継 

Ⅳ－３－２ 児童生徒の「学びをつなぐ」 
学校種間（幼保小中高）の連携 長野市モデル 

第二次教育振興基本計画

１－２、２－１ 
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一人ひとりを大切にした教育を推進し、多様な環境に置かれたすべての子どもたちが、

安心して学習に向かえるような基盤を整備することにより、学力の下支えを図ります。 

 プラン 内 容 ◆ 

11 

「いじめのない安心な学校づ

くり」 

学校、家庭、地域の連携の

もと市民総ぐるみで、いじめ

の未然防止や早期発見・早期

解消に取り組みます。 

○資資料９ P.43参照 

・長野市「いじめ防止等のための基本的な方針」を基にした

対応（いじめ問題対策連絡協議会、いじめ問題調査・解決

チームの設置と連携した対応）○資  

継 

・いじめの状況調査（年 4 回） 継 

・いじめ防止のための研修実施 継 

・（市）スクールソーシャルワーカー（２名）の配置 継 

・（市）スクールカウンセラー（１名）の配置 継 

12 

「不登校の未然防止と不登校

児童生徒へのきめ細かな支援」 

すべての児童生徒の「笑顔

で登校」を目指し、不登校の

未然防止や早期発見・早期対

応に取組むとともに、不登校

児童生徒の学校復帰や社会的

自立に向けた支援を充実しま

す。 

○資資料 10 P.44,45 参照 

・「しなのき児童生徒意識アンケート」の実施（年２回）と、

活用委員会による研究と普及 
継 

・学校訪問相談担当指導主事の配置（６名）○資  

不登校等支援を必要とする児童生徒のアセスメントと支援の

コーディネート 

継 

・不登校対策委員会の開催（年３回） 継 

・登校支援サポーターの配置（10 名） 継 

・教育相談関係者合同研修会の開催（年 3 回） 継 

・登校支援コーディネーター研修会の実施（年 3回） 継 

・中間教室の設置 →教育支援センターへの移行 

三輪、東北、南部、かがやき 

篠ノ井、ふれあい、川中島、松代 
適応指導員 12名 

＊メンタルフレンド、学習チューターの活用 

拡 

13 

「障害のある児童生徒への支援」 

一人一人の教育的ニーズに

応じ、幼保小中が連携した支援

を行い、障害のある幼児・児童

生徒の能力と可能性を伸ばせ

る教育環境を目指します。 

 

※こども未来部との連携 

 

○資資料11 P.46参照 

・「さんさんプラン」の実施○資  

・幼保からの支援情報の確実な引継ぎ（再掲）※ 
継 

・副学籍による交流及び共同学習 新 

・教育支援委員会、学校訪問担当指導主事、就学相談担当指

導主事による就学相談体制の充実 
継 

・支援員、相談員の配置 

特別支援教育支援員（1１7 名）⇒児童生徒の学習を支援 

特別支援教育巡回相談員（11 名）⇒障害のある児童生徒に

適した指導方法を担当教員へ助言 

拡 

・長野市特別支援教育のあり方研究会 継 

・発達支援あんしんネットワーク事業※ 継 

Ⅳ－３－３ 児童生徒の「学びの基盤」整備 

         （安全・安心な教育環境） 
第二次教育振興基本計画 

１－３、１－４ 
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14 

「社会的援助を必要とする 

児童生徒への支援」 

家庭環境が教育格差につな

がらないよう、等しく教育を

受けられる支援を行います。 

※１総務課 

※２こども未来部との連携 

※３保健福祉部との連携 

・就学援助の実施（要保護、準要保護家庭への援助）※１ 継 

・ひとり親家庭奨学資金制度の実施 継 

・通学援助（路線バス、スクールバス、スクールタクシー、

自転車等） 
継 

・子どもの生活・学習支援事業※２ 継 

・生活困窮者学習支援事業※３ 継 

15 

「生徒指導・教育相談体制の

充実」 

相談窓口を設置し、子ども

たちを見守り育てていく環境

を目指します。 

※１こども未来部との連携 

※２家庭・地域学びの課 

 

○資資料 10 P.44,45 参照 

 

・学校と家庭を支える相談支援体制の充実○資  継 

① 窓口（来所）・電話相談担当指導主事の配置（２名） 

② 学校訪問相談担当指導主事の配置（６名）（再掲） 

③ （市）スクールソーシャルワーカーの配置（２名）（再掲） 

④ （市）スクールカウンセラーの配置（１名）（再掲） 

⑤ 登校支援サポーターの配置（10名）（再掲） 

継 

⑥ （県）スクールカウンセラーの活用 

⑦ こども相談室※１ 継 

・少年育成センター事業※２ 

 （情報端末適正利用促進、各種巡回指導、巡回指導・環境

浄化活動関係者研修会の開催、生徒指導主事・学校少年育

成委員会合同研修会の開催、少年相談連絡会等との連携 

等） 

拡 

・「ひとりでなやまないで」ステッカーの配布 継 

・児童生徒の健全育成に係る相互連携に関する協定 

 （中央署、南署） 
継 

16 

「災害等に強い学校環境の整備

と交通安全・防災教育の推進」 

災害時等の危機管理体制の

整備と、交通安全や防犯に対

する教育を推進し、安全で安

心な教育環境の構築を図りま

す。 

※１総務課 

※２企画政策部との連携 

・学校危機管理マニュアルの見直し支援 継 

・校舎等建物の老朽改修の推進※１ 継 

・屋内運動場等のバスケットゴール等の非構造部材の耐震化

の推進 

※１ 

継 

・学校安全計画の見直し支援 継 

・危険箇所等安全マップの作成支援 継 

・学校見守り隊との連携による児童生徒の登下校安全確保 継 

・交通安全推進フェアの開催（２中学校区）※２ 

・大岡小、大岡中、信州新町小、信州新町中 

・三陽中 

継 

・バスの乗り方教室の開催（10校）※２ 継 

17 

「外国人児童生徒への 

日本語・生活指導の充実」 

日本語・生活指導の必要な

児童生徒を支援します。 

 

※企画政策部との連携 

・日本語教室加配教員による支援体制の推進（8名） 継 

・日本語指導巡回指導員の配置（12名） 継 

・日本語指導運営協議会の開催（年 4 回） 

連絡協議会の企画運営 継 

・日本語指導連絡協議会の開催（年３回） 継 

・長野市外国籍児童生徒学習交流会の開催※ 継 
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家庭・地域と連携して、「基本的生活習慣の確立」や「家庭・地域におけるコミュニケ

ーションの充実」を図り、子どもの学びを支えます。 

 プラン 内 容 ◆ 

18 

「特色ある開かれた学校づくり

への支援」 

地域性を活かした持続可能な

長野市コミュニティスクールの

推進支援を通して、子どもの学習

支援を行い、開かれた学校づくり

を進めます。 

※１こども未来部との連携 

※２家庭・地域学びの課 

○資資料 13 P.47 

・長野市コミュニティスクール事業の推進（全校予定）○資  

 ～子どもの成長と豊かな学びを地域とともに支える仕組み～ 

（学校運営参画、学校支援、学校関係者評価） 
① 運営への情報提供、助言、研修 

② 運営補助 
 ＊放課後子ども総合プランとの連携※１ 

 ＊公民館と学校の連携※２ 

 ＊学習チューターによる学習支援（再掲） 

継 

・学校マイプラン推進事業補助金 継 

19 

「家庭との連携による 

基本的生活習慣の確立」 

家庭の教育力向上を図り、子ど

もたちの学習習慣の確立や、充実

した家庭学習を推進します。 

※１長野市 PTA 連合会との連携 

○資資料 12 P.46 

※２家庭・地域学びの課 

・「しなのきプラン２９」（家庭での７つの取組）の普及推進 継 

＊長野市 PTA 連合会との懇談会開催※１ 
（帰宅後の生活の生活リズムの見直し 等） 継 

・中学生の部活動の見直し（「長野県中学生期のスポーツ
活動指針」の確実な実施）○資  継 

・「家庭の日」、「早寝早起き朝ごはん」運動の普及 
・「親子の学び講座」、「家庭教育講座」の実施 新 

・市 P 連、事業所との連携による、「大人と子どもの八か 
 条」啓発※１，２ 拡 

20 

「少子・人口減少社会に向けた 

活力ある学校づくり」 

 地域と共に、少子・人口減少社会

に対応した学校づくりの方向性につ

いて検討します。 

・「活力ある学校づくり検討委員会」による学校のあり方
の検討 継 

・地域発 活力ある学校づくり推進事業（12中学校区）の推
進（再掲） 継 

・自立した１８才を育成するための「学校づくり」事業 
城山小⇔西部中、戸隠小⇔戸隠中 
信更小⇔信更中、若槻小⇔北部中 

継 

21 

「家庭や地域における 

コミュニケーションの充実」 

各種団体との連携を図り、子ど

もたちの家庭や地域におけるコ

ミュニケーションの啓発活動を

行います。 

※1こども未来部との連携 

※2長野市 PTA 連合会との連携 

※3家庭・地域学びの課 

※4文化スポーツ振興部との連携 

※５保健給食課 

○資資料14 P.48参照 

・利用を希望する全ての就学児童に、放課後等を安心・
安全に過ごし、多様な体験・活動の機会を提供する放
課後子ども総合プランの推進（地域・学校との連携・
協働により、安心な居場所と遊び・交流・各種体験の
機会を提供）※1 

継 

・「長野市大人と子どもの心得八か条」の普及※2○資  継 

・家庭の教育力向上の促進※3（家庭教育力向上研修会、
７支会研修会、乳幼児を持つ保護者の「家庭の学び講座」） 継 

・青少年育成環境整備事業の推進※3 
 （青少年健全育成情報交換会、青少年健全育成フェス
ティバル） 

継 

・総合型地域スポーツクラブへの支援※4 
 （クラブ担当者連絡会の開催、活動場所の確保） 継 

・「平成 29年度学校給食レシピカレンダー」の作成 
（再掲）※５ 継 

22 

「学校、家庭、地域をつなぐ情報

の発信と共有」 

学校教育に係る情報を共有し、

学校、家庭、地域の役割を明確に

しながら、子どもたちの学力を高

めます。 

・教職員、保護者、児童生徒による学校評価の改善と推進 継 

・学校評議員とコミュニティスクール運営委員の連携推進 継 

・学校ホームページの自己評価チェックリストの活用 継 

・市、学校のホームページの充実による情報発信 継 

・長野市学校安全・安心ネットによるメール配信 継 

・危険箇所等の「安全マップ」の作成支援（再掲） 継 

・「しなのきプラン２９」の普及（家庭、地域、学校） 継 

Ⅳ－３－４ 児童生徒の「学びを支える」 
家庭・地域との連携 

第二次教育振興基本計画 

２－１、２－２、３－１、３－２ 
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日常の授業改善や教員の授業力向上、学校の授業研究組織力の向上を支援し、学校にお

けるＯＪＴ型授業研究を推進します。 

 プラン 内 容 ◆ 

23 

「子どもと向き合う時間の確

保・充実を図るための業務改

善」 

 業務の精選、簡素化、効率

化等により、教員の子どもと

向き合う時間や、授業の充実

を図る時間を確保します。 

・各種調査の精選と簡素化 継 

・作品募集、行事参加依頼等の精選 継 

・学校（教員用）ポータルサイトの充実 

（様式集、授業ヒント等の掲載） 
継 

・学校を支援する団体や人材、機会等の情報提供 

（生涯学習人材バンク、職場体験学習受入事業所、おしご

とながの等）（再掲） 

継 

24 

「授業改善のための各種 

調査の活用」 

各種調査を実施し、授業

改善に役立てます。 

・全国学力・学習状況調査の実施 

 小学校６年 中学校３年（国、算・数、質問紙） 

・経年分析調査 

継 

・標準学力検査（NRT）の実施 

 小学校４・５・６年 中学校１年（国、社、算、理） 
継 

・活用問題調査の実施 

 中学校２年（国、社、数、理、英） 
継 

・教育センター「活用問題検討委員会」による問題作成と作

問研修 
継 

25 

「授業改善のためのしなの

き授業スタンダードの普

及」 

（校内研究支援① 

 指導主事学校訪問） 

指導主事が積極的に学校

訪問を行い、OJT型授業研究

を推進します。県教育委員会

指導主事と協働して訪問し

ます。 

 

 

 

【しなのき授業スタンダード】 

○資資料１ P.30 参照 

授
業
支
援 

単発派遣型（授業＋授業研究会 初任研・５年研・ 

中堅研も含む） 

継 

複数主事派遣型①（教科指導＋特別支援教育、人権教育、

キャリア教育、ICT 活用） 

複数主事派遣型②（複数教科一斉） 

短期継続派遣型（学力分析＋教材開発＋指導案作成＋授

業＋授業研究会 期間：１～２ヶ月） 

通年派遣型（１年間継続の校内研究、教育課程研究、教

科会） 

学校連携派遣型（小中・小小連携・中学校区や支会単位

の授業＋授業研究会等） 

学校ニーズ対応型（校内研修とセット等学校のニーズに

対応） 

校
内
研
修
支
援 

・各種調査の分析研修、学力向上研修 

継 ・各種教育研修（キャリア教育、特別支援教育、情報教

育、学級づくり、人権教育等） 

・生徒指導型授業支援 

Ⅳ－３－５ 児童生徒の「学びを導く」教員の力量向上 第二次教育振興基本計画 １－１ 
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・長野市教育センター教育研究委員会の設置 継 

26 

「各校の授業研究組織力の 

向上」 

（校内研究支援②） 

指導主事が、各支会の学力

向上委員会との連携を図り、

授業研究の組織力を強化・支

援します。また、信州大学教

育学部附属学校園との共同研

究を行い、実践に生かします。 

・自立した 18 才を育成するための「学校づくり」事業 

城山小⇔西部中、戸隠小⇔戸隠中 

信更小⇔信更中、若槻小⇔北部中 （再掲） 

継 

・長野市教育センター教育研究委員会による実践研究と、信

州大学教育学部附属学校園との相互授業参観 
継 

・支会学力向上委員会への指導主事による支援（再掲） 

 （小中連携のあり方や、家庭学習と授業のつながりの研究

推進） 

継 

・学力向上担当者会の実施（年２回） 継 

・信州大学教職大学院との連携 継 

27 

「教員の授業力の向上」 

（教職員研修） 

教育センターでは、教職員

の研修体系に基づき、教職員

の学び続ける意欲を高め、授

業力向上を図ります。 

 

 

 

 

・初任研・中堅研などの基礎的指導力を培うための経年研修 

・リーダー性の向上を図るためのミドルリーダー研修 

・学校運営の充実に向けた管理職研修 

・今日的な教育課題や多様なニーズに対応した研修 

 

 

 

 

 

 

拡 

・免許状更新講習を兼ねた研修講座の開設 継 

28 

「授業改善のための情報発信

と支援」 

各種情報を積極的に配信

するなど、ポータルサイトの

充実を図り、教員の授業改善

に役立てます。 

・しなのきプラン推進のための「しなのき通信」発行とホー

ムページへの掲載 
継 

・授業の動画や板書の写真等、優れた実践の紹介 継 

・保護者向けリーフレットの作成・配布等による「しなのき

プラン２９」の普及（家庭、地域、学校）（再掲） 
継 

・メディアコーディネータによる授業支援（再掲） 

・ぱそこん１１９番による機器の保守と操作支援（再掲） 
継 

29 

「『各学校の取組５』への 

支援」 

 「学校の５つの取組」を支

援し、授業改善や教員の授業

力向上を推進します。 

・「学校の５つの取組」の支援（指導主事訪問、研修会開催） 

①基礎基本の定着   ②授業規律・学習規律の確立 

③授業とつながる家庭学習の充実 ④学力調査の活用 

⑤同僚性の向上 

継 

・各校学力向上策のグランドデザインへの位置付け 継 

(基本方針１) 
・教職員のキャリアステージに応じて、指定されている
研修を行う 

(基本方針２) 
・今日的な教育課題や多様なニーズに対応し、自ら選択
して研修を行う 

・次期学習指導要領改訂に向けて、文科省の教科（学

力）調査官、全国的に著名な大学教授等、一流の講

師から学ぶ 

・幼保小中高の円滑な接続について学ぶ 

・講義に加え、演習、体験、グループ討議、経験年数

の異なる教職員との交流等、多様で柔軟なスタイル

で学ぶ 
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平成 2７～2８年度までの全国学力・学習状況調査の平均正答率や、標準学力検査（NRT）

の結果が、「上昇している、または安定して高い」学校の中から４校を抽出し、学力向上に

効果があったと考えられる取組について各校から聞きとりを行いました。 

 

 

 

 
○学習のめあてを明確に示した授業 

・国語「ガイドブックを作ろう」では、地域の身近な  

歴史を調べ、「読む人に分かりやすい文章を書こう」 

というめあてで学習をした。 

○学習の達成感をもつ工夫 

・学習したことをまとめ、保護者や地域の方の前で  

発表する場を設定した。 

 

【平成 28 年度 A 小学校の児童質問紙調査より】 

 

 

 

○「家庭学習の手引き」を活用した家庭学習の具体的な取り組み方の指導と 

学習習慣の定着 

・自主学習カードを作成した。児童は取り組んだことを記入し、毎日提出した。 

・担任は、自主学習カードに丁寧なチェックやコメントを記入した。 

・家庭学習や自主学習に取り組む児童の様子を、学級通信等で紹介した。 

【平成 28 年度 A 小学校の児童質問紙調査より】 

 

 

57.9 

81.8 

31.3 

18.2 

7.9 

0 

2.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

Ａ小学校 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 他 

88.0  

93.9  

9.0  

6.1  

2.4  0.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

Ａ小学校 

当てはまる どちらかと言えば当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない 他 

標準学力検査（NRT）の偏差値の推移 

（国語・算数 6 年生） 

 

40

50

60

H27 H28

国語 算数 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

家で、学校の宿題をしていますか。 

Ⅳ－４ 成果が見られた学校の取組 

・学習のめあてを明確に示した授業 
・家庭学習の取り組み方の指導と習慣づくり   （A 小学校） 

全国＝５０ 
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○「学習課題」の明確化と、授業の「振り返 

り」の位置付け 

・昨年度の教育課程研究をきっかけに、毎日の授業 

 終わりには「今日分かったこと」を児童が自分の  

 言葉でまとめるようにした。 

○「コミュニケーション」を研究テーマとし、

「話し合い活動」の仕方を研究 

・小グループでの共同追究をしたり、根拠を持って  

意見を出し合ったりすることを全教科で実施。全体での追究では、自分と相手の意見の類似点や相違 

点を意識して意見を出し合った。 

○学期末に行う、朝の弱点克服個別追究学習の実施 

・標準学力検査（NRT）の結果分析や活用法について、夏に職員研修を実施した。 

・全校でチャレンジタイム（学期末に行う朝の弱点克服個別追究学習）と確認テストを実施し、繰り返

し指導を行った。 

 

【平成 28 年度 B 小学校の質問紙調査より】 

 

全国学力・学習状況調査の平均正答率の 

全国比の推移（6 年生） 
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56.9 
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17.5 
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B小学校 
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39.9  

67.5  

36.2  

25.0  

18.4  

7.5  

5.5  
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全 国 

B小学校 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 他 

５年生までの授業では、学級の友達との話し合う活動では、話し合う内容を理解して相手の

考えを最後まで聞き、自分の考えをしっかり伝えていたと思いますか。 

授業の中で、目標（ねらい、めあて）が示されていたと思いますか。 

授業の最後に、学習内容をよく振り返る活動をよく行っていたと思いますか。 

・話し合い活動による追究と振り返りを位置付けた授業づくり 
・各種調査結果の分析を活かした基礎学力の定着 （B 小学校） 

全国＝100 
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全国学力・学習状況調査の平均正答率の全国比の推移 

（中学 3 年生） 

 

【絆力】 

学級会などの話し合いの活動で、自分とは異なる

意見や少数意見のよさを生かしたり、折り合いを

つけたりして話し合い意見をまとめていますか。 

  市 83.0   C 中学校 101.4 

【実践力】 

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて

情報を集め整理して、調べたことを発表するなど

の学習活動に取り組んでいますか。 

市 72.6    C 中学校 93.4 

○生徒の追究の過程を大切にした授業づくり 

・一人一人が解き方や考え方をノートに書く時間を、授業の中に設けた。 

・ペアやグループなど、生徒同士で相談し、課題を解決する時間を継続して位置付けた。このことで、

分からない問題があれば、生徒同士で質問し合い、解決する姿が見られるようになった。 

○定期的な教科会で、各種調査や最近の入試の問題等を分析 

・分析の結果を基に、教科会で考え方を問う問題を検討し、授業や定期テストへ位置付けた。生徒の「分

からない課題を解決したい」という思いを大切にし、生徒が、「解けたときの達成感」を感じること

ができるように、授業研究を行った。 

 

【平成 28 年度 C 中学校の生徒質問紙調査より】 
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40.9  
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全 国 

C中学校 

している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない 他 

47.3  

50.6  

33.8  

35.2  

13.0  

12.1  

5.9  

2.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

C中学校 

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 他 

数学ができるようになりたいと思いますか。 

数学の問題の解き方が分からないときは、諦めずにいろいろな方法を考えますか。 

数学の授業で問題の解き方や考え方が分かるようにノートに書いていますか。 

全国＝100 

・生徒の追究の過程を大切にした授業づくり 
・定期的な教科会で取り組む問題分析と授業研究 （C 中学校） 
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全国学力・学習状況調査の平均正答率の全国比の推移 

（中学 3 年生） 

 

【絆力】 

難しいことでも失敗を恐れず挑戦していますか。 

  市 98.6   D 中学校 103.７ 

【実践力】 

「総合的な学習の時間」では、自分で課題を立てて

情報を集め整理して、調べたことを発表するなど

の学習活動に取り組んでいますか。 

市 72.6   D 中学校 84.1 

○全職員で、共通して取り組むことを意識 

・学校グランドデザインに学力向上と指導改善を位置付けた。 

・「授業改善研修」を重ね、授業を公開し合い、全員で、「つける力を意識した授業」に取り組んだ。 

○教師による「問い返し」と、生徒同士の「教え合い」 

・授業で、生徒が考えた道筋や考えの根拠を教師から問い返すようにした。 

・生徒が「わかりたい」と思うときに教え合えるよう、ホワイトボードやタブレット端末を活用し、

グループやペア学習で考えを伝え、教え合う学習場面を設定した。 

○日課の工夫 

・1 週間に２回（各２５分）、学校独自の補充学習の時間を設定。補充的なドリル学習や生徒同士で

教え合う時間とした。 

 

【平成 28 年度 D 中学校の生徒質問紙調査より】 

 紹介した４つの学校は、児童生徒質問紙調査の結果も肯定的な回答の割合が高く、学校

の取組の成果が表れていると言えます。教育委員会では、プラン２９「学校の５つの取組」

において、授業改善や教員の授業力向上を目指して学校を支援しています 
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塾の先生に尋ねる 自分で調べる そのまま その他 
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授業の中でわからないことがあったら、どうすることが多いですか 

数学の授業で公式や決まりを習うとき、その根拠を理解するようにしていますか。 

全国＝100 

・全校で取り組む「つける力を意識した授業」 
・生徒同士で「伝え、教え合う」学習場面の設定 
・日課を工夫し、補充学習の時間を設定    （D 中学校） 
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以下に掲げる７つの項目と、全国学力・学習状況調査の正答率には、相関関係があるこ

とがわかってきました。 

ここでは、平成 28 年度の調査の結果について紹介します。（項目５については、平成

27 年度の結果となっています） 

 

１ 毎日、朝食を家で食べさせましょう 
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Ⅳ－５ 家庭の７つの取組 

朝食を毎日食べていますか。 

全国＝100 
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２ 規則正しい生活をさせましょう 

 

  

 

 

「している」と「どちらかとい
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毎日、同じくらいの時刻に寝ていますか。 

毎日、同じくらいの時刻に起きていますか。 
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３ ゲームや携帯電話、スマートフォンの時間のルールを決めましょう 
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0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

中学校 ４時間以上 3～4時間 2～3時間 1～2時間 0.5～1時間 30分以内 持っていない他 

60

100

H26 H27 H28

小学校 中学校 

平日、1日当たりどれくらいの時間、テレビゲームをしますか。 

平日どれくらいの時間、携帯電話（スマホ）で通話やメール、インターネットをしますか。 

 

全国＝100 

全国＝100 
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４ 学校での出来事について、話を聞きましょう 

 

  

 

 

「している」と「どちらかとい

えばしている」 

 

  

５ できるだけ、授業参観や運動会などの学校行事に行きましょう 

 

  

 

 

「よく来る」と「時々来る」 

 

 

67.5 65.6 61.3 
48.7 

30

50

平
均
正
答
率

 

小学生 
63.6  

59.5  58.2  

47.7  

30

50

平
均
正
答
率

 

中学生 

52.4  

51.1  

26.8  

28.1  

16.1  

16.7  

4.7  

4.1  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

小学生 している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない 

44.2  

43.3  

29.9  

28.8  

19.7  

22.0  

6.2  

5.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

中学生 している どちらかといえばしている あまりしていない 全くしていない 

60

100

H26 H27 H28

小学校 中学校 

65.4 
57.3 54.7 

43.9 

30

50

平
均
正
答
率

 

小学生 
63.5 

57.7 55.3 

48.5 

30

50

平
均
正
答
率

 

中学生 

81.8 

88.5 

14.8 

9.2 

2.8 

1.8 
0.6 

0.5 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

小学校 よく来る 時々来る あまり来ない 全く来ない 

50.0  

36.8  

33.4  

37.3  

12.3  

19.3  

4.3  

6.6  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

中学校 よく来る 時々来る あまり来ない 全く来ない 
60.0

100.0

H25 H26 H27

小学校 中学校 

家の人と学校での出来事について話をしますか。 

家の人は、授業参観や運動会などの学校の行事に来ますか。（H27調査結果） 

全国＝100 

全国＝100 

設
問
な
し 
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６ ニュースに関心を持たせましょう 

 

  

 

「よく見る」と「時々見る」 

 

７ よいところを、たくさん見つけ、どんどんほめましょう 

 

  

 

 

「当てはまる」と「どちらかとい

えば当てはまる」 

 

学力向上を図るためには、家庭での基本的生活習慣の確立や、家庭や地域でのコミュニ

ケーションの充実が大切です。家庭の状況に合わせて、できることから始めていくことを

提案します。 

67.3  64.0  62.0  
56.2  

30

50

平
均
正
答
率

 

小学生 

62.6 
58.6 57.1 

49.2 

30

50

平
均
正
答
率

 

中学生 

57.2 

55.9 

29.2 

28.5 

8.4 

9.4 

5.2  

6.2  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

小学校 よく見る 時々見る あまり見ない ほとんど全く見ない 

55.0  

55.2  

32.4  

32.6  

8.0  

7.7  

4.6  

4.5  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

中学校 よく見る 時々見る あまり見ない ほとんど全く見ない 

60

100

H26 H27 H28

小学校 中学校 

67.6 65.7 61.5 57.4 

30

50

平
均
正
答
率

 

小学生 

60.3 61.4 59.3 56.8 

30

50

平
均
正
答
率

 

中学生 

36.2 

34.7 

40.1 

44.1 

16.2 

14.9 

7.5 

6.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

小学校 当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

27.4  

23.3  

41.9  

45.2  

21.3  

23.6  

9.4  

7.9  

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全 国 

長野市 

中学校 当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない 

60

100

H26 H27 H28

小学校 中学校 

テレビのニュース番組やインターネットのニュースを見ますか。 

自分には、よいところがあると思いますか。 

全国＝100 

全国＝100 
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市教育委員会では、平成１５年度より、小学校と中学校で標準学力検査（ＮＲＴ）を実

施しています。この検査は、年度当初に実施し、教師自身が検査結果を分析して、自分の

授業を振り返り改善に活かしていくために実施しているものです。 

 

右のグラフ１は、平成 2８年度の

中学１年生、グラフ２は、平成 2８

年度の小学６年生の教科別正答率

の推移です。教科によって、多少ば

らつきはありますが、どの教科も全

国平均を上回っています。 

平成 28 年度の中学１年生の経

年変化（小学校５年生、６年生、中

学１年生）は、学年が上がっても大

きな変化が見られないことから、こ

の学年の子どもたちの小学校４,５,

６年の学習内容は、概ね定着してい

ることがわかります。 

全国学力・学習状況調査につい

ては、調査対象の学年が異なるため、

単純な比較や一般化が困難な面が

あります。しかし、ＮＲＴによる同

一母集団で比較しても、本市小学生

の学力は比較的良好であり、全国学

力・学習状況調査の結果の傾向と同

様です。 

 

 

 

 

 

 

  

Ⅴ―１ 標準学力検査（ＮＲＴ） 

○以上のことから、本市小学生の学力の良好な状態を中学校でも維持していくため、小

学校と中学校の接続を重要視し、学習内容の連続性や系統性を大切にするための連携

を図る必要があります。 

グラフ１ 中学１年生の正答率の推移 

 

全
国 

グラフ２ 小学６年生の正答率の推移 

 

全
国 

Ⅴ 各種調査の活用 
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１ 「テスト得点」と「しなのき児童生徒意識アンケート」との相関 

  しなのき児童生徒意識アンケートは、友だち

から認められ、いやなことをされていないとい

うクラスでの居心地のよさ（絆力）と、自分の

目標をもって自己をコントロールしながら学習

に取り組んでいる意識（自律力）を測定するア

ンケートです。 

抽出した11学級（中学校2年生）の5教科の

「テスト得点」と「しなのき児童生徒意識アン

ケート得点」との相関を調べたところ（グラフ

３）、0.６１の相関が得られ、かなり高い相関関

係があるとが示唆されました。「テスト得点比」と「しなのき児童生徒意識アンケート得点比」

は、抽出学級が所属する学年の平均点を100とした場合の該当学級の平均点の比です。 

  クラスの友だちとの関係が良好で、目標をもって学習に取り組んでいる生徒が多い学級は、平

均点が高い傾向にあります。 

２ 中学校２年 A 組の「テスト得点」と「しなのき児童生徒意識アンケート」 

表１のように、1 学期、授業中、生徒が消極的

で活気のなかった中学校２年 A 組でしなのき児

童生徒意識アンケートを行ったところ、得点比

は 100 でした。また、テストの得点比は、100

でした。 

  その結果を受けて、４ヶ月間にわたって、学級の中でお互いに認め合える関係、嫌なことを言

われたりされたりしない関係、自分の目標をもって自己をコントロールしながら学習に取り組む

姿勢をつくろうと以下のよう支援を行いました。 

・支援内容 

・「授業はみんなでつくるもの」を教職員と生徒共通の意識として醸成する。 

・学校生活のルールについて学年（学校）全体で、共通理解し、同一歩調で生徒に対応していく。 

・学級通信、学級懇談会等で、学校生活と学習のルールの構築について保護者に知らせ、理解を得る。 

・授業では、自己評価カードを活用し自己の学習内容を振り返る機会を確保する。 

・授業では、個人追究、グループ学習、全体追究の時間を確保する。 

・休み時間等、教職員が生徒と触れ合う機会を積極的にとる。 

・教師自らが丁寧な言葉や態度で子どもに接する。特に生活ノートでは、具体的に生徒のよさを認める。 

・短学活等で、友だちのよさを認めたり、友だちと関わる楽しさを体験できたりする場を設定する。 

   ・結果 

  A 組の生徒は、学校生活全般において活発に、かつ、積極的に活動できるようになりました。ア

ンケート得点比は、100 から 104 に、テスト得点比は 100から 105 に上昇しました。 

 

 

  

Ⅴ―２ 「しなのき児童生徒意識アンケート 

表１「テスト得点比」と「しなのき児童生徒意識アンケート得点比」 

  テスト得点比 アンケート得点比 

1学期 １００ １００ 

2学期 １０５ １０４ 

 

○この学級では、学習成績と、しなのき児童生徒意識アンケートの得点は相関関係があるこ

とがわかりました。学級が安定し、規範意識が高いことは、学力向上につながると考え

られます。 

グラフ３ 生活の満足度と学力 
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１ 実技結果から 

 （１）平成２８年度種目別の結果（Ｔ得点）  （２）平成 26～28年度体力合計点（Ｔ得点）の推移 

     小 ５ 中 ２ 

男子 女子 男子 女子 

握力 ↑○ ↑ ↑○ ↓ 

上体起こし ↓ ↓○ ↓○ ↓ 

長座体前屈 ↑○ ↑○ ↓ ↑ 

反復横とび ↓ ↓ ↓ ↓ 

２０m ｼｬﾄﾙﾗﾝ ･ ↓○ ↓ ↓ 

５０ｍ走 ↓ ↓○ ↑ ↓ 

立ち幅とび ↑○ ↑ ↑○ ↓ 

ボール投げ ↑○ ↑ ↑○ ↓ 

持久走   ↓○ ↓ 

体力合計点 ↑ ↓ ↑○ ↓ 

 

 

 

２ 平成２８年度児童生徒質問紙から 

（１）１週間の総運動時間（体育の授業以外で運動(体を動かす遊びをふくむ)やスポーツの合計時間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅴ―３ 全国体力・運動能力、運動習慣等調査 

↑：全国を上回っている ↓：全国を下回っている  

・：全国と同じ  

○：平成 27年度の長野市より上回っている 

・体力合計点では、男子が小５・中２とも全国

を上回った一方で、女子は小５・中２とも、

全国を下回りました。 

・小５・中２の男女とも共通して、課題の種目

は、「上体起こし」「反復横とび」となってい

ます。 

 

H26 H27 H28

小５男子 中２男子 
小５女子 中２女子 

    ：全国 

 

5.1% 

4.0% 

11.8% 

7.6% 

57.4% 

55.6% 

25.8% 

32.8% 

0% 50% 100%

長野市 

全国 

小５ 女子 

0分 1～59分 60～419分 420分～ 

 

2.9% 

2.9% 

4.9% 

3.7% 

39.0% 

37.6% 

53.1% 

55.9% 

0% 50% 100%

長野市 

全国 

小５ 男子  

0分 1～59分 60～419分 420分～ 

 

5.8% 

4.9% 

2.7% 

1.5% 

9.8% 

8.1% 

81.7% 

85.5% 

0% 50% 100%

長野市 

全国 

中２ 男子 

0分 1～59分 60～419分 420分～ 
 

22.4% 

14.9% 

8.2% 

5.7% 

21.4% 

17.8% 

48.0% 

61.6% 

0% 50% 100%

長野市 

全国 

中２ 女子 

0分 1～59分 60～419分 420分～ 

小５・中２の男女とも、60 分未満の児童生徒の割合が全国より高くなっています。 

特に、0 分と回答した児童生徒の実態を把握し、個に応じた指導・支援に努めていく必要が

あります。 
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（２）これまでの体育の授業で「できなかったことができるようになった」きっかけ、理由 

 

 

 

 

 

 

 

44.8% 

35.0% 

9.2% 

42.9% 

44.7% 

3.9% 

7.1% 

26.7% 

10.5% 

4.3% 

41.3% 

33.7% 

5.0% 

42.2% 

43.7% 

3.2% 

5.1% 

23.3% 

10.9% 

3.8% 

0% 20% 40% 60% 80%小５男子 

１ 授業中に先生に個別  

  にコツやポイントを 

  教えてもらった 

 

２ 授業中に自分で工夫 

  して練習した 

 

３ 自分に合った場や 

  ルールが用意された 

 

４ 先生や友達のまねを 

  してみた 

 

５ 友達に教えてもらっ 

  た 

   

６ 授業中に自分の動き 

  をさつえいしたビデ 

  オを見た 

 

７ 授業外の時間に先生 

  に教えてもらった 

 

 

８ 授業外の時間に自分 

  で練習した 

 

９ 授業外の時間に自分 

  で本を読んだりビデ 

  オを見たりした 

 

10 できるようになっ 

  たことがない 

42.3% 

40.1% 

4.5% 

38.5% 

43.3% 

3.1% 

3.2% 

11.9% 

4.5% 

7.5% 

46.1% 

49.3% 

3.8% 

37.7% 

44.2% 

3.2% 

2.9% 

8.4% 

2.7% 

5.0% 

0% 20% 40% 60% 80%
中２男子 

１ 授業中に先生に個別  

  にコツやポイントを 

  教えてもらった 

 

２ 授業中に自分で工夫 

  して練習した 

 

３ 自分に合った場や 

  ルールが用意された 

 

 

４ 先生や友達のまねを 

  してみた 

 

５ 友達に教えてもらっ 

  た 

   

６ 授業中に自分の動き 

  を撮影したビデオを 

  見た 

 

７ 授業外の時間に先生 

  に教えてもらった 

 

 

８ 授業外の時間に自分 

  で練習した 

 

９ 授業外の時間に自分 

  で本を読んだりビデ 

  オを見たりした 

 

10 できるようになっ 

  たことがない 

 

43.3% 

33.2% 

8.5% 

53.3% 

61.9% 

3.7% 

7.4% 

37.5% 

8.6% 

2.2% 

39.5% 

33.6% 

3.5% 

50.6% 

61.8% 

2.8% 

4.8% 

32.4% 

7.2% 

2.1% 

0% 20% 40% 60% 80%
小５女子 

１ 授業中に先生に個別  

  にコツやポイントを 

  教えてもらった 

 

２ 授業中に自分で工夫 

  して練習した 

 

３ 自分に合った場や 

  ルールが用意された 

 

４ 先生や友達のまねを 

  してみた 

 

５ 友達に教えてもらっ 

  た 

   

６ 授業中に自分の動き 

  をさつえいしたビデ 

  オを見た 

 

７ 授業外の時間に先生 

  に教えてもらった 

 

 

８ 授業外の時間に自分 

  で練習した 

 

９ 授業外の時間に自分 

  で本を読んだりビデ 

  オを見たりした 

 

10 できるようになっ 

  たことがない 

 

45.8% 

33.5% 

4.7% 

46.4% 

63.6% 

3.9% 

3.4% 

15.0% 

3.5% 

5.1% 

47.0% 

39.3% 

3.6% 

40.4% 

64.7% 

2.3% 

1.9% 

9.8% 

1.8% 

4.0% 

0% 20% 40% 60% 80%
中２女子 

１ 授業中に先生に個別  

  にコツやポイントを 

  教えてもらった 

 

２ 授業中に自分で工夫 

  して練習した 

 

３ 自分に合った場や 

  ルールが用意された 

 

 

４ 先生や友達のまねを 

  してみた 

 

５ 友達に教えてもらっ 

  た 

   

６ 授業中に自分の動き 

  を撮影したビデオを 

  見た 

 

７ 授業外の時間に先生 

  に教えてもらった 

 

 

８ 授業外の時間に自分 

  で練習した 

 

９ 授業外の時間に自分 

  で本を読んだりビデ 

  オを見たりした 

 

10 できるようになっ 

  たことがない 

小５・中２の男女とも、「友達に教えてもらった」「先生や友達のまねをしてみた」「授業中に先生

に個別にコツやポイントを教えてもらった」という割合が高くなっています。かかわり合いを大切に

した支援を心がけていきたいと考えます。 

 
幼児期、小学校低学年からの取組をより充実させていくとともに、小学校から中学校、また高校へ 

の移行期に「運動離れ」を起こさないよう、子どもの生活全体のバランスや体への負担、運動の質や

意欲など、多様な視点から運動習慣を見直す必要があると考えます。 

 

上：全国 

下：長野市 

上：全国 

下：長野市 

上：全国 

下：長野市 

上：全国 

下：長野市 
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「しなのき授業スタンダード」とは、授業改善を図るために、１時間の授業の中で、キ

ャリア教育につながり、Ｃ学力の育成を意識した４つの活動を取り入れたもので、ユニバ
ーサルデザインや人権教育、学級づくり、生徒指導等の視点を大切にした授業です。特別
なときだけでなく、日常的に行うことを提案します。 

段
階 

活 動 

教師の支援 

キャリア教育の視点 
ユニバーサルデザ

イン化の視点 

人権教育、 
学級づくり、 
生徒指導の視点 

導 

入 

○「未来力」を

育む活動 

 

課題解決のため

の見通しをもつ 

○課題設定 

・学習の目的を明確にし、共有する。 

・子どもとともに課題を設定する。 

・驚きや不思議さ、必要感等のある課

題にする。 

・１時間の進め方の

見通しの提示 

・見やすい板書、図

示等の視覚化 

・子どもの疑問、驚き

への教師の共感 

・友の不安、苦手意識

への子ども同士の共

感 

展 

開 

○「自律力」を

育む活動 

 

自分の考えをも

つ 

○個の学び 

・一人で活動する時間を十分確保する。 

・既知の学習内容を活用できるように

する。 

・教師の指示やヒントは最小限にする。 

・困っている子どもへの支援は、個別

に行う。 

・活動の時間配分が

見て分かる提示 

・１文１動詞の指示 

・安心感のある補助

具の活用（電卓、

ヒントカード等） 

・根拠を明確にし、自

分の考えに自信をも

たせる教師の声がけ 

・個に応じたヒントの

提供 

○「絆 力」を

育む活動 

 

友の考えに触

れ、学びを深め

る 

○友との学び 

・小集団のコミュニケーション活動は、

活動の目的を明確にする。 

・考えを高めあうための話し合いの方

法を工夫する。 

例：考え方の比較検討（共通点、相

違点、分類等） 

・情報を処理・整理

するためのワーク

シートの工夫 

・考え方の発表の視

覚化 

・「友の考えを聴く」「友

に伝える」ための教

師の丁寧な指導 

・目的に応じて、意見

交換できる場の設定 

ま
と
め 

○「実践力」を

育む活動 

 

授業を振り返

り、まとめ、次

につなげる 

 

○学びの実感 

・子どもが、「わかった」「できた」等

の達成感がもてるようにする。 

・学習内容や学習方法を振り返り、子

どもの言葉でまとめる。 

・定着、発展問題を行う時間を確保し、

新たな課題を持てる場を設定する。 

・その子に適した定

着・発展問題 

・プリント類の整理

の時間の確保（綴

じる、貼る等） 

 

・友の良さを認める場

の設定 

・子どもの努力への教

師の承認 

・授業の終了時刻の厳

守 

一
時
間
を
通
し
て 

※思考を深める発問と指示を的確・端的に行い、「子どもの活動時間」を十分確保します。 

※日ごろから、学び合いができる人間関係構築に努め、失敗が許され、「わからない」と言え、友の

「まちがい」から学ぶ関わりを大切にします。 

※一時間の思考過程を振り返ることができる構造化された板書を行います。 

※ICT 機器を効果的に活用して児童生徒の学びを深めます。 

※家庭学習への見通しを大切にします。 

○ねらいを明確化し、流れのめりはりをつけ、ねらいの達成を見とどけます。（県教委の 3 観点） 

資料１ しなのき授業スタンダード【学校教育課】 

 資 料 
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資料２ 自立した１８歳を目指して【学校教育課】 
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資料３ 「長野市モデル」のイメージ【学校教育課】 
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１ 実施事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料４ 児童生徒の学びをつなぐ「幼保小中高」の円滑な接続【学校教育課】 
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２ 今後のスケジュール 

 

 

 

Ｈ25

Ｈ26

Ｈ27

Ｈ28

Ｈ29

Ｈ30

Ｈ31

Ｈ32

Ｈ33

Ｈ34

Ｈ35

第
２
期

第
四
次
総
合
計
画

第
五
次
総
合
計
画

第
３
期

第
１
期

自立した18歳を育成するための「幼保小中高の一貫した教育」
年度

市
総
合
計
画

教
育
振
興

基
本
計
画

実
施
計
画

し
な
の
き
プ
ラ
ン
29

し
な
の
き
プ
ラ
ン
32

し
な
の
き
プ
ラ
ン
35

幼保小連携 小中連携・小中一貫 中高連携・中高一貫

長野市立長野高等学校あり方検討委員会

長野市幼児期の教育・保育

あり方検討委員会

活力ある学校

づくり検討委員会

中高一貫校 基本計画策定

中高一貫校 教育計画策定

中高一貫校 開校

地域発 活力ある学校づくり推進事業

中学校区ご

と具体的な

取組の推進

小中一貫校

の設置など

幼児期の教育・保育の指針

小中学校のあり方指針・将来像

提言「総合学科」「地域貢献」「中高連携」

市内小中学校将来構想検討（局内Ｐチーム）

「キャンパスタウン構想計画] →教育・保育者育成の基幹園・基幹校

１期生高校入学

１期生高校卒業

人事交流

Ｄｒ
配置

６年間の学習プログラム

指導方法の研究・実証

中学校課程の検証

高校課程の検証

市内幼保園・

小学校での

実践と検証

見直し

検証と普及

 

  

第

一

次 

第

三

次 

第

二

次 

連携推進 

ディレクター 

教員育成の基幹校 
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１ 「長野市乳幼児期の教育・保育の指針」より 

 

 

生涯にわたる人格形成の基礎を培うとともに、「学びの入口」としても重要な乳幼児期

の教育・保育について、就学期への連続性・一貫性という視点も踏まえながら、長野市

教育の基本理念である「明日を拓く深く豊かな人間性の実現」につながる、具体的な基

本指針等を新たに策定するものです。 

このことにより、家庭、地域社会、保育所・幼稚園・認定こども園等の教育・保育施

設及び市が共通認識・共通目標のもとで、乳幼児期の教育・保育を推進することができ、

その後の学童期・青年期の伸びやかな発達・成長につながる礎を着実に築くことを目指

すものです。 

 

 

長野市では教育振興のための施策に関する基本的な計画として、「第二次長野市教育振

興基本計画」を策定し、長野市の教育が目指す姿とそのための教育施策の基本的方針及

び講ずべき施策を明らかにするとともに、乳幼児期の教育・保育の重要性を踏まえて、

今後５年間に取り組む基本施策として「乳幼児期からの段階に応じた教育の充実」を定

め、そこに繋がる施策として「乳幼児期の教育の充実」を定めています。 

  「学びの入口」としても重要な乳幼児期の教育・保育の在り方について、就学期への

連続性・一貫性という視点等も含め、この基本施策等につながる具体的な目標や取組を

明らかにするものとして「乳幼児期の教育・保育の指針」を策定します。 

なお、教育委員会では、子ども達の学びを７歳【小学校】から 18 歳【高校卒業】ま

で切れ目なく支えるため「しなのきプラン 29」を平成 27 年度に策定しています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料５ 長野市乳幼児期の教育・保育の指針【こども未来部】 

第二次長野市教育振興基本計画（平成 29年度～平成 33年度） 

【教育の基本理念】「明日を拓く深く豊かな人間性の実現」 

（教育施策の基本的方向）１ 次世代を担う子どもたちの「生きる力*」の育成 

（基本施策）1-2 乳幼児期からの段階に応じた教育の充実 

（施策）  

乳幼児期の教育の充実 
小・中学校

の教育の

充実 

高等学校・大

学等の教育

の充実 

しなのきプラン２９ 

（学力向上策） 

子どもたちに育むべき力 

課題と目標 

 

 

今後の取組（教育委員会・学校・家庭） 

乳幼児期の教育・保育の指針 

（生きる力*の基礎力の育成） 

目標とする子どもの姿 

共通する基本的な視点 

取組の方向性・課題・目指す内容 

 

今後の取組（具体的事業） 

幼・保・小・

中・高の 

連携の充実 

連続性 

一貫性 

（１）指針の策定の趣旨 

 

（２）指針の位置づけ 
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４ 目標とする子どもの姿

本市の豊かな自然と文化を生かした安全な環境の中、子ども達
が「遊び」や「生活」を通して、小学校からその先の「生きる力」の
基礎を培うことによって実現する、目標とする子どもの姿として

を定めます。

かがやく笑顔で げんきに遊ぶ しなのきッズ

（４） 目標とする子どもの姿

かがやく笑顔
自己肯定感、情緒の安定、自信を獲得した
姿

げんきに遊ぶ
健康、基礎体力、運動能力を獲得し、遊び
を通して友達関係や人間関係を築く姿

しなのきッズ
「知・徳・体」のバランスの良い発達をイメー
ジした｢しなのき」が、大きく育っていくため
の根(意欲・態度)をしっかりと張り巡らす姿

この目標が表す子どもの姿

（４） しなのきッズに育まれる力 

（３） 目標とする子どもの姿 
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２ 幼保小で共有したい「３つの【観】」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 幼稚園・保育園と小学校をめぐる〔壁〕の問題 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊２、３は、リーフレット「長野市における幼児教育と小学校教育の接続のあり方（平成 27年 3月長

野市幼保小連携会議）」より抜粋  

子どもの「育ちをつなぐ」ために幼保小で共有したい３つの【観】 

 

 

 

「自己決定に基づく「試行錯誤」に

よる「自己実現」 

遊び・学び観  

 「そこにいる」「信じて待つ」 

「関心を寄せて見守る」という支援 

支援観 

 

子どもは「自ら育っていこうとする存在」 

子ども観 

＜このような【観】を踏まえた「遊び・学び」の中でのキーワード＞ 

「自己決定」「試行錯誤」「自己実現」「五感を使った身体的な遊び・学び」 

「共感」「肯定的な受け止め」 

＜このような【観】の共有により期待される子どもの育ち＞ 

「自信」「自己肯定感」「知的好奇心」「興味・関心・意欲」「自主性・主体性」 

○内容や活動の場などの自由度の高

い「遊び」中心の生活 

○登下校を保護者に付き添ってもら

う生活 

○年長者として、「幼稚園、保育園の

リーダー」として「面倒を見る」立

場 

○慣れ親しんだ友達、先生との生活 

 

 

○ゆるやかな枠付けでの生活 

内容の〔壁〕 

 

自立の〔壁〕 

 

立場の〔壁〕 

 

 

人の〔壁〕 

 

 

時間の〔壁〕 

○教室中心で内容が明確に規定され

た「教科学習」中心の生活へ 

○登校班等、子どもだけで登下校する

生活へ 

○最年長として、上級生や先生に「面

倒をみてもらう」立場へ 

 

○初めて出会う友達、これまでとは感

じの違う先生、目線の違う上級生と

の生活 

○「授業時間」「休み時間」といった

明確に枠付けられた生活へ 

○ランドセルを何回も背負ってみたり、文房具を大事そうに眺めたりする入学前の子どもの姿は 

小学校に行くことを楽しみにした新しいステージへの期待感の表れです。 

○子どもの成長には、「背伸びとジャンプ」が必要であり、幼保と小の壁は子どもにとって必要

なものだと考えてみてはどうでしょう。 

○それは「今すぐにできないことは取り去ってしまう」といった「壁をなくす」という考え方と

は違うように思われます。子どもの可能性の芽を引き出すよう、「繰り返しじっくりとやれば

できる」「友達と協力すればできる」「先生が少し支えればできる」というように「壁を意識」

し、その壁を「子どもが乗り越えていく可能性」として見極めた生活づくりをしていくことで

はないでしょうか。 
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４ 育ちをつなぐ～見据えて育みたい力・受け止めて伸ばしたい力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
このページは、しなのきプランのホームページからダウンロードできます。 
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ディレクターの配置地域 

地域 連携のタイプ 中学校 小学校 配 置 

市
街
地
タ
イ
プ 

完結 
ネットワーク型 

若穂中 
綿内小 
保科小 
川田小 

平成２７年度～ １名 

松代中 

松代小 
清野小 
西条小 
豊栄小 
東条小 
寺尾小 

平成２８年度～ １名 

豊野中 
豊野西小 
豊野東小 

平成２８年度～ １名 

複線 
ネットワーク型 

東北中 

古里小 
柳原小 
長沼小 
徳間小 

平成２８年度～ １名 

篠ノ井東中 
篠ノ井東小 
通明小 平成２７年度～ １名 

（信更小中は 28 年度から） 
中
山
間
地
タ
イ
プ 

 
 
縦連携型 
 
併設型 

信更中 信更小 

戸隠中 戸隠小 
平成２７年度～ １名 

鬼無里中 鬼無里小 

信州新町中 信州新町小 
平成２８年度～ １名 

大岡中 大岡小 

七二会中 七二会小 
平成２７年度～ １名 

中条中 中条小 

  

資料６ 「地域発 活力ある学校づくり」推進事業【学校教育課】 



40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 長野市立中学校の基本的事項 

 （1） 学校名         長野市立長野中学校（通称 市立長野中） 

 （2） 設置場所        市立長野高等学校に設置 

 （3） 設置形態        併設型中高一貫教育校 

 （4） 学校規模        １学年２学級 70名 

 （5） 通学範囲        長野市内 

 （6） 開校年度        平成 29年４月 

 （7） 高等学校の課程・学科  全日制課程 単位制総合学科 

 

２ 長野市立中高一貫教育校の６年間 

 （1） 発達段階に応じた教育活動 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （2） 授業時間数 

週 32時間授業（標準 29時間）を実施し、年間授業時数 1120時間（標準 1015時間）を設定し

ます。 

週あたり増えた３時間を学校独自教科（特にその他必要な教科）「探究基礎」とし、特色ある

教育活動を行います。 

 

 

資料７ 市立長野中高一貫教育の「教育計画」【学校教育課】 

学校教育目標 

知・徳・体のバランスの取れた生きる力を持ち、 

国際的な視野に立って地域の発展に貢献する人材の育成 

使     命 

・６年間の体系的・系統的な教育を実施し、高い教養と健康な心身をもち、地域社会を担う人材の育成 

・多様な体験的活動を通して視野を広げ、生涯にわたって主体的に学ぶ姿勢を継続できる人材の育成 

・故郷を愛する心を持ち、グローバルな視野を持ちながら、地域社会で活躍できる人材の育成 

・義務教育と高校教育をつなぐ基幹校として、長野市の未来を拓く教員の育成 

 

 

 

 

 

 

 

 

※高校からの入学生は 90名となります。 

中１ 中２ 

基 礎 期 
自己理解 

学習習慣の確立 

 

高２ 高３ 

発展・挑戦期 
自己実現 

進路に応じた学習 

 

中３ 高１ 

充 実 期 
他者理解 

主体的に学ぶ姿勢の確立 

 

中高一貫生 70 名  

文系コース      

理系コース 

講座ごとの授業 
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 （3） 特色ある教育活動 

   ① 「翼プロジェクト」 

     「総合的な学習の時間」と「探究基礎」を活用し、地域に根ざしたグローバルな視野をもつ

ための探究学習を行います。 

 

 

 

 

 

 

   ② 習得・活用・探究の繰り返しによる学習 

     中高６年間の学習プログラム 外国語・理数教育の充実 アクティブ・ラーニング 

   ③ 多様な形態や集団による教育活動 

     少人数学習 習熟度に応じた学習 テーマ別学習 中高合同の学校行事・部活動 

 

３ 適性検査 

 （1） 募集定員 

     70名（男女同数を基本とする） 

 （2） 志願資格 

保護者とともに長野市内に居住し、小学校及び特別支援学校小学部を卒業する見込みの児童 

 （3） 入学者選抜方法 

     「適性検査・作文」「面接」「小学校から提出された報告書」を資料として、６年間の中高一

貫で学ぶ意欲や適性があるかを総合的に判断し、入学者を決定します。 

 （4） 実施日 

     長野県立中学校と同日に実施する。 

 

４ 平成 29年度のスケジュール（予定） 

  平成 29年  ５月  公開授業 

６月  学校説明会 

９月  入学者選抜学校説明会 

              入学志願者受付（11月７日～11月９日） 

              適性検査・作文・面接の実施（12月２日） 

  合格発表  12月 11日（月） 

 

 

 

読解基礎 

（国） 

コミュニ 

ケーション 

（英） 

数理演習 

（数） 

地域理解 国際理解 

体験学習 

基盤となる力の育成 地域に根ざしたグローバルな視野の育成 

探究 

学習 

県立中学と同日 
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～ 長野市のキャリア教育の目標、方針と方策 ～ 

 

 

  

資料８ 「キャリア教育ガイドライン」【学校教育課】 

１ 目標 

自律心と創造性豊かな人間の育成 

～ 自分を知り、自分をつくり、自分を活かすキャリア教育 ～ 

 

 

２ 方針  

（１） 家庭・地域の教育力を生かし、地域社会全体で子どもを育てる。 

・ 人材･環境･文化等のすぐれた教育力を活用する。 

・ 地域社会でさまざまな体験をし、多くの人と触れ合うことを通して、学ぶ目的や働く意

味、生き方等について考えさせる。 

（２） 発達段階に即し、幼保・小・中・高が一貫した理念で子どもを育てる。 

（３） 各学校では、既存の取組や教育活動をキャリア教育の視点から見直し、体系化す

る。 

 

 

３ 方策 

（１） 家庭・地域の教育力を活用し、学校におけるキャリア教育を支援するための仕組

（プラットフォーム）を市教育委員会内におく。 

（２） 幼保･小･中･高の連携をキャリア教育の視点で更に推進する。 

（３） 各校でキャリア教育の目標、指導計画の見直しを行うとともに、職場体験学習等

の事前･事後の指導を充実し、その振り返りを通して自分自身の成長や今後の課

題に気づかせる。 

（４） また、教職員のキャリア教育に対する意識統一を図り、指導力向上のための研修

を推進する。 
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１ いじめ防止等に対する考え方 

① いじめを許さない質の高い集団づくり 

② いじめを見抜く教職員の力量の向上 

③ 専門家と連携した組織的ないじめ対応の体制づくり 

④ 保護者・地域・関係機関及び団体と連携した開かれた学校づくり 

 

 

 

２ いじめ対応の体制図 

 

 

 

  

資料９ 長野市「いじめ防止等のための基本的な方針」【学校教育課】 
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１ 相談支援体制図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 10 長野市学校と家庭を支える相談支援体制【学校教育課】 
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２ 相談機関等 
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長野市教育委員会では、部活動は、中学生にとって心身ともに健やかに成長していく上

で重要な活動と考え、「長野県中学生期のスポーツ活動指針」を尊重します。 

各学校は平成 27 年度から、県の指針に基づいて部活動を実施しています。市教委は、

各校の状況把握に努め、課題に対しては、県教育委員会スポーツ課、長野市校長会ととも

に見直しを図ります。 

長野県中学生期のスポーツ活動指針概要 

（１） 部活動の運営体制と運営の充実 

（２） 部活動の指導の充実 

（３） 部活動の活動基準 

（４） 「部活動の延長として行われている社会教育活動」について 

（５） スポーツ活動運営委員会の機能の充実 

（６） 県教育委員会及び市町村教育委員会の役割 

（７） 地域の社会教育活動 

（８） 小学生期のスポーツ活動 

（９） 成長期にある中学生期のスポーツ活動を実施する上で留意すべき視点 

（10） 取組の状況把握と指針の見直し 

資料 11 さんさんプラン【学校教育課】 

資料 12 長野県中学生期のスポーツ指針 
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１ 国のコミュニティ・スクールと長野市コミュニティスクール 

国のコミュニティ・スクールのイメージ 国のコミュニティ・ 
スクールには、保護者
や地域住民などから構
成される「学校運営協
議会」が設けられ、学
校運営協議会が学校運
営の基本方針を承認し
たり、教育活動などに
ついて意見を述べたり
することを通じて、地
域の皆さんの意見を学
校運営に反映させる仕
組みです。 

 長野市が参考とする
信州型コミュニティス
クールは、学校と保護者
や地域の皆さんがとも
に知恵を出し合い、一緒
に協働しながら子ども
たちの豊かな成長を支
えていく「地域とともに
ある学校づくり」を進め
る仕組みです。 

信州型（長野市）コミュニティスクールのイメージ 

２ コミュニティスクール関係の補助金について 

（１） 補助の仕組み（表１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） コミュニティ枠の実践例 

・花壇・畑の整備、校庭への遊具設置 

・CS 運営組織のウエア、交流スペース整備 

・福祉施設等の生徒ボランティアのユニフォーム整備 

・地域芸能学習のための教材整備 

・環境美化活動のための機材整備 

  

資料 13 長野市コミュニティスクール事業【学校教育課】 

学校マイプラン
コミュニティ枠対象校

学校マイプラン
コミュニティ枠非対象校

コミュニティ
スクール

コミュニティスクール運営
委員会補助金

○ ○ ×

学校マイプラン補助金
（一般枠）

○ ○ ○

学校マイプラン補助金
（コミュニティ枠）

○ × ×

学校マイ
プラン

補助事業 補助金の種類

補助対象

運営委員会設置校

未設置校
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家族が助け合い、支え合うことで、思いやりの心を育み、また、基本的生活習慣を身に

つけさせるとともに、自律心の育成や心身の調和のとれた発達をなど、家庭が教育に果た

す役割を明らかにします。          ～第二次長野市教育振興基本計画より～ 

市教育委員会は、「長野市教育振興基本計画」の中で家庭の教育力の向上を示しました。

そこで、平成２５年、長野市ＰＴＡ連合会、長野市校長会、長野市教育委員会が連携し、

共同事業として、「長野市大人と子どもの心得八か条」を作成しました。 

 この実践も、Ｃ学力を高めていくうえで、有効な取組と考えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

資料 14 長野市大人と子どもの心得八か条 
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用 語 解 説 

アプローチカリキュラム 

就学前の幼児が、スムーズに小学校の生活や学習に適応できるようにすると

ともに、幼児期の学びや育ちを小学校教育につなげるためのカリキュラムの

こと 

ICT Information and communication technology の略で、情報通信技術 

生きる力 

・基礎的な知識・技術を習得し、それらを活用して、自ら考え、判断し、表

現することにより、さまざまな問題に積極的に対応し、解決する力 

・自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動する心な

どの豊かな人間性 

・たくましく生きるための健康や体力などを総称したもの 

いじめ防止基本方針 

平成２５年６月に公布された「いじめ防止対策推進法」に基づき、本市では

平成２７年４月に策定し、法の規定を踏まえた組織の設置、重大事態への対

処法、必要な措置等を定めた本市の方針 

一校一国運動 

市内の小・中学校が相手国を決め、その国の文化や歴史の学習と交流を通し

て国際理解や友好を深めようとするために長野オリンピックの開催をきっか

けに始まった運動 

OJT 型（研修） 

職場（学校）内で、具体的な仕事を通じて、仕事に必要な知識・技能・技術・

態度等を意図的、計画的、継続的に指導（研修）を行い、職場（学校）全体

の力量を高める活動 

おひざで絵本事業 
地域に住むすべての赤ちゃんと保護者に、絵本と触れ合うことの大切さや楽

しさを伝えながら絵本を手渡す、長野市版のブックスタート 

課題探究型学習 子どもたちが、自ら設定した課題を主体的に解決していく学習 

学校マイプラン 

推進事業 

学校ごとの理念に基づいた特色ある教育方針に沿って、創意工夫を活かして

実施される特色ある教育活動を推進する事業 

学習チューター 
信州大学と清泉女学院大学の学生希望者が、各学校に入り、学習支援や児童

生徒の活動支援を行う無報酬の活動 

カリキュラム 
学校の教育目標を達成するために、児童・生徒の発達段階や学習能力に応じ

て、順序だてて編成した教育内容の計画、教育課程 

キャリア教育 

一人一人の社会的・職業的自立に向け、必要な基盤となる能力や態度を育て

ることを通して、社会の中で自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方

の実現を促す教育 

しなのき児童生徒意識

アンケート 

（STS アンケート） 

長野市が独自に開発したアンケートであり、自分の存在や行動が級友に承認

されているか、不適応感を感じ、いじめ・冷やかし等を受けているかを調査

し、指導に活かすもの 

クロス集計 
文部科学省による全国学力・学習状況調査の質問紙調査と教科に関する調査

を同時に集計 

高１クライシス 中退や不登校の約半数が、高校１年生に集中している状況 

構成的グループ 

エンカウンター 

リーダーの指示した課題をグループで行い、そのときの気持ちを素直に語り

合い、それを互いに認め合う体験 

用語解説（五十音順） 
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生徒会サミット 
各中学校生徒会の代表者が集まり、自ら企画・運営を行い、交流し、情報交

換する場 

さんさんプラン 

担任の「フットワーク」、校内の教職員の「チームワーク」、関係機関の連携

を含めた「ネットワーク」の３つにより、障害のある児童生徒の教育的ニー

ズを把握し、適切な指導と必要な支援を行うための事業 

質問紙調査 
文部科学省が実施する全国学力・学習状況調査のうち、児童生徒の学習の状

況を調査するもの 

小１プロブレム 

小学校に入学したばかりの１年生が、「集団行動がとれない」「授業中に座っ

ていられない」「落ち着いて先生の話を聞くことができない」など学校生活に

馴染めない状態が数ヶ月続くこと 

支会（７支会） 長野市を７地域に分割して運営する組織 

姉妹都市・友好都市 
姉妹都市：アメリカ合衆国クリアウォーター市  昭和３４年姉妹都市提携 

友好都市：中華人民共和国石家庄市       昭和５６年友好都市提携 

スクールソーシャル 

ワーカー 

児童相談所を始めとした行政機関などの外部機関と小中学校との連携環境の

構築、あるいは保護者の経済状況や就労状況などの生活面で、特に重大な困

難や福祉的援助の必要性が認められる家庭への、社会保障・生活保護提供な

どを含めた自立支援相談を職務とする社会福祉士または精神保健福祉士。 

スタートカリキュラム 

小学校へ入学した子どもが、幼稚園・保育所・認定子ども園などの遊びや生

活を通した学びと育ちを基礎として、主体的に自己を発揮し、新しい学校生

活を創り出していくためのカリキュラム 

ソーシャルスキル 

トレーニング 

対人関係や集団行動を上手に営んでいくための技能を獲得するための練習 

長野市学校 

安全安心ネット 

登録者に不審者情報や危害獣等の緊急情報を教育委員会から配信したり、学

校行事や参観日、インフルエンザによる授業短縮、学級閉鎖等の情報を学校

から配信したりするシステム 

対人関係ゲーム 
子どもたちが分け隔てなくコミュニケーションをとる場面を設定する集団ゲ

ーム 

学力向上フォーラム 
長野市の教職員が、学力向上に向けた学校づくりや授業改善、家庭学習への

取組等の具体について意見交換をする機会 

中１ギャップ 
中学校に入学したときに、学習内容や生活リズムの変化に馴染むことができ

ず、いじめが増加したり不登校になったりする現象 

中間教室 

不登校状態が続き、自分の意志で通室できる子どもを対象に、情緒の安定、

集団生活への適応、基礎学力の補充、基本的生活習慣の改善のため、適応指

導員が相談・適応指導を行う、市内に 8教室設置 

登校支援 

コーディネーター 

不登校対策の推進役として、不登校や学級不適応に悩む児童生徒やその保護

者への支援、実態把握と校内の情報共有、教育相談関係機関との連携や校内

チーム支援体制の充実を図っている各学校に在籍している教員 

登校支援サポーター 

（家庭訪問相談員） 

家庭や学校を訪問し、不登校・いじめ及び各種の悩みを抱える児童・生徒や

保護者に寄り添い、心の安定を図ると共に、登校ができるように支援する有

償ボランティア 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%85%90%E7%AB%A5%E7%9B%B8%E8%AB%87%E6%89%80
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%A1%8C%E6%94%BF%E6%A9%9F%E9%96%A2
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%B2%A7%E5%9B%B0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E5%8F%82%E5%8A%A0
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A6%8F%E7%A5%89
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%A4%BE%E4%BC%9A%E4%BF%9D%E9%9A%9C
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E6%B4%BB%E4%BF%9D%E8%AD%B7
http://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%87%AA%E7%AB%8B%E6%94%AF%E6%8F%B4
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長野市 

コミュニティスクール 

 

学校と保護者や地域住民が運営委員会を組織し、子どもたちの育ちについて

地域と学校がともに話し合い、それぞれの役割を明らかにしながら、豊かな

成長を支えていく「地域とともにある学校づくり」を進める仕組み 

発達支援あんしん 

ネットワーク事業 

発達について、専門的な支援が必要な子どもや、保護者に対して、関係機関

との連携・協力を図り、適切な支援を行うことを目的としたもので「にこに

こ園訪問」「地域発達支援会議」の二つの事業からなる 

放課後子ども 

総合プラン 

地域社会の中で、放課後や週末などに全ての児童が、安全・安心に過ごし、

多様な体験及び活動を行うことができるよう、放課後児童健全育成事業及び

地域住民等の参画を得て、放課後等に学習や体験・交流活動などを行う事業

に取り組む計画 

ミドルリーダー 学校をマネジメントしていく立場にある中堅教員 

メンタルフレンド 
中間教室において、適応指導員の指導のもと、不登校児童・生徒への援助、

学習支援活動を行う有償ボランティア 

ユニバーサルデザイン 
障害の有無にかかわらず、すべての子どもたちが、参加しやすく、分かりや

すい対策を行った授業や教室環境 

リテラシー 
自ら必要な情報を集め、選択・活用し、課題を解決していく力 

特定の分野の知識や、それを活用する能力 
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「しなのきプラン２９」は、長野市教育委員会事務局学校教育課のホームページに掲載してあります。 

（長野市ホームページ⇒教育委員会⇒学校教育課⇒「しなのきプラン２９」） 

長野市教育委員会事務局学校教育課 長野市大字鶴賀緑町 1613番地  

メール：gakukyou@city.nagano.lg.jp 


